
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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三条市で不在者投票をする方へ

・福島県知事選挙 -------------- 1

・南相馬市議会議員一般選挙 ---- 9

・10月･11月の「ひばり」------ 10

●三条市News

●被災自治体News

●交流ルームひばり通信

１０月２６日（金）まで
●時間 午前８時30分～午後５時30分

●場所 三条市選挙管理委員会事務局

（三条市役所第二庁舎１階１０１会議室）

三条市役所三条庁舎

選挙管理委員会
事務局

第二庁舎

問い合わせ
三条市選挙管理委員会事務局

0256-34-5594（直通）TEL

証明書の開封や投票用紙への事前記入は
絶対にしないでください。

投票ができなくなります。



被災自治体News

旧避難指示区域内の住民登録人口と居住人口の推移

9月30日現在

問い合わせ 復興企画部 被災者支援・定住推進課 0244-24-5223TEL

南相馬市からのお知らせ
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１ 住民登録は住民基本台帳を基に算出

２ 実際の居住先は基準日時点の避難者情報を基に算出

３ 居住制限区域および避難指示解除準備区域は平成２８年７月１２日に解除



被災自治体News

南相馬市保育士等修学資金貸付(就職準備の資金)事業

10月17日HP更新

TEL

平成３０年度南相馬市保育士等修学資金貸付(就職準備の資金)事業は、今年度末に保育士

等養成施設を修了する方のうち、卒業後すぐに市内の私立幼稚園・保育園等で保育士・幼稚園

教諭として業務に従事しようとする方に、就職準備の資金を貸し付けするものです。

一定の条件を満たした場合、返還が免除されます。

貸付額

就職準備の資金 ４０万円以内(無利子) ※審査の上、貸し付けを行います。

募集人数

５人

募集期間

平成３０年１１月１日（木）～平成３１年１月３１日（木） ※当日消印有効

対象

平成３０年度末に保育士等養成施設を修了する方の内、卒業後すぐに南相馬市内の私立幼稚

園・保育園などで保育士・幼稚園教諭の業務に従事する方

※ 住所要件は問いません。

返還免除要件

市内の私立幼稚園・保育園などで２年間、保育士等業務に従事した場合、返還が免除されます。

申請方法および必要書類

以下の必要書類を幼児教育課窓口に提出または郵送してください。

1. 保育士等修学資金貸付申請書

2. 履歴書

3. 在学証明書

4. 申請者の住民票（写し）

5. 連帯保証人の住民票（写し）

6. 連帯保証人の印鑑証明（写し）

7. 就職先の雇用契約書、雇用条件通知書(写し)または内定通知書（写し）

8. 就職準備の資金振込口座の通帳の写し

9. その他教育委員会が必要と認める書類

【申請書提出先・問い合わせ先】

南相馬市教育委員会幼児教育課

〒975-8686 南相馬市原町区本町二丁目27番地

0244‐24‐5242
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被災自治体News

南相馬市議会議員一般選挙

広報みなみそうま10月15日号掲載
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市選挙管理委員会では、任期満了に伴う南相馬市議会議員一般選挙を１１月１８日（日）に実

施します。

棄権しないで投票しましょう。

投票できる方

次の要件の全て満たす方

・平成１２年１１月１９日までに生まれた方

・８月１０日までに転入届を出した方

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 0244-24-5285

三条市で不在者投票をする方は、９ページをご覧ください。

TEL

今週の番組 60分 ※パソコン視聴

1. オープニング&今週の番組 [2分]

2. 南相馬市雇用対策協定締結式 [11分]

3. 第49回ジュニアオリンピック陸上競技大会 全国大会出場報告会 [6分]

4. ｢感謝｣｢復興｣｢幸せ｣ 想いを込めた恩返し弁当販売 [12分]

5. 命を守る木々を育む～未来の防災林 除草ボランティア [10分]

6. 小高まちあるき [7分]

7. 福島県知事選挙のお知らせ [8分]

8. 南相馬市議会放送のお知らせ [2分]

9. リクエストアワーのお知らせ [2分]

番組内容 [10/24～10/31]

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）



被災自治体News

「あの時は、川俣町の方々の人情を感じた」

そう話すのは、震災時に川俣町へ避難した橋本孝雄さんです。橋本さんは、川俣町での支援

を絶対に忘れないと話します。

震災のあった3月はまだ寒さの厳しい時期。川俣町の皆さんは、ジェットヒーターで体育館

を温め、双葉町民を温かく迎えてくれました。橋本さんが忘れることのできない支援はこの他

にもありました。

「ずっと川俣町の方へ、感謝の気持ちを伝えたかった」と、話す橋本さん。橋本さんのあり

がとうメッセージ、ぜひご覧ください。

https://youtu.be/ZLurNtbjR0k

【ありがとうメッセージPick Up】#030
温かく受け入れてくれた川俣町の方への感謝

浪江町からのお知らせ

双葉町からのお知らせ

浪江町役場福島出張所 移転のお知らせ

10月9日HP更新

１２月に、福島出張所が新しい場所へ移転します。

移転スケジュール

１１月３０日（金） 「福島市役所」での業務終了

※１１月３０日（金）の午後は電話とＦＡＸが使用できなくなるため、受付のみの対応となります。

１２月３日（月） 移転先での業務開始

【移転先】

〒960-8018 福島市松木町9番11号 松木町共栄ビル4階

024-535-0750 ※変更ありません

業務時間： 午前８時３０分～午後５時１５分

TEL
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被災自治体News

10月14日(日)、浪江町役場駐車場で標葉祭りが行われました。

この催しは、平成21年、22年

に浪江町で開催されていたもので、

震災の影響で第3回の開催が見送

られていましたが、浪江青年会議

所が主催となり、「なんとか復活

させたい」との思いから、今回8

年越しの開催が決まったものです。

浪江町で8年越しの復活！標葉祭り！！

次ページへ続きます

会場には旧標葉郷(浪江町、双葉

町、大熊町、葛尾村)の郷土食や名

産品を取り扱うブース、各町村の

紹介ブースなどが立ち並びました。

午前10時に開式を告げる大きな

クラッカーが鳴るとたくさんの方

が会場を訪れました。

この日はスタンプラリーも行われており、参加した方は台紙を片手に各ブースを回っていました。

このほか会場には標葉郷騎馬会による甲冑着付・乗馬体験ができ

るコーナーもありました。相馬野馬追いの時は勇ましい姿で出陣し

ている騎馬会の皆さんも、この日ばかりは訪れる子どもたちを前に

優しい笑顔で接していました。
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被災自治体News
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会場に隣接する体育館では「標葉フォトコンテスト」に応募された故郷標葉の懐かしい景色や伝統行

事などの写真が多数展示されていました。

会場の一角には標葉の子どもたちが作成した縦約4メートル、横約6メートルのモザイクアートも展

示されており、双葉町の風景とし

て巨大ダルマ引きの様子が表現さ

れていました。モザイクアート制

作には、町立学校の生徒も参加し

ており、子どもたちの制作風景の

写真も展示されていました。

会場中央に設置された特設ステージでは、各町村の特色ある催しが行われました。

双葉町からは巨大ダルマ引きと標葉せんだん太鼓保存会による和太鼓の演奏が行われました。

巨大ダルマ引きでは、夢ふたば人の中谷会長から双葉町ダルマ市の

紹介や、東が勝つと「家内安全・

商売繁盛」西が勝つと「無病息

災・身体堅固」との説明があり、

子どもから大人まで多くの人が

参加しました。

西が勝利し年内の旧標葉郷の

「無病息災・身体堅固」が約束

されると会場からは歓声が上がっていました。

続く標葉せんだん太鼓保存会の演奏時には、横山会長から「震災後浪江町で演奏するのは2回目。浪

江町での演奏もこれを機に徐々に増えていけば嬉しい」とのあいさつがあり、「いなずま」と「夏」の

2曲を披露。ステージイベントのフィナーレを飾りました。

息の合った力強い太鼓の演奏に会場からは大きな拍手がおくられました。

事務局長の佐々木公一さんは「震災前は3千人〜4千人が来場していました。今後も継続して標葉祭

りをできたらと思います」と話していました。

双葉町復興支援員(ふたさぽ)上遠野



被災自治体News

福島県からのお知らせ

福島県多目的医療用ヘリ 10月29日(月)から正式運航開始

10月22日HP更新

問い合わせ 病院経営課 024-521-7224、024-521-7817TEL

多目的医療用ヘリとは？

県が新たに導入する医療用のヘリコプターです。

ふたば医療センター附属病院が運航基地となり、双葉地域の救急現場や浜通りの医療機関

を中心に運航するものです。

このようなヘリの公立病院での導入は、全国でも例のない取り組みです。

多目的医療用ヘリの運航内容

双葉地域で発生した救急患者への対応

浜通りの医療機関と高度専門的な治療が行える医療機関間の患者搬送

専門の医師、医療スタッフや医薬品、医療資機材の緊急搬送

多目的医療用ヘリ導入の効果

双葉地域での救急医療の質の向上

医療機関への搬送時間が短縮

⇒ これにより、対象患者の重症化防止や移動中の負担軽減を図ることができます。
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三条市News

●期 間 １１月１２日（月）～１６日（金）

●時 間 午前８時３０分～午後５時３０分

●場 所 三条市選挙管理委員会事務局（三条市役所第二庁舎１階１０１会議室）

手続方法

①投票用紙一式を請求する。
南相馬市選挙管理委員会から１１月上旬に届く「不在者投票宣誓書兼請求書」に必要事項を記

入し、返信用封筒に入れて郵送してください。

②投票用紙一式を受け取る。
南相馬市選挙管理委員会から「投票用紙、投票用封筒

（内封筒と外封筒）、不在者投票証明書」が郵送されます。

③三条市選挙管理委員会で投票する。
受け取った封筒一式を持参して投票してください。

南相馬市の投票所(期日前投票所を含む)で投票する方は、請求しないように注意願いま
す。
請求してからは、南相馬市の投票所で投票することができなくなる場合があります。

投票済みの用紙を郵送する必要があるため、
余裕を持って早めの投票をお願いします。

証明書の開封や投票用紙への事前記入は
絶対にしないでください。

投票ができなくなります。

問い合わせ 三条市選挙管理委員会事務局 0256-34-5594（直通）

１１月１１日（日）告示 １１月１８日（日）投開票

TEL

不
在
者
投
票
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三条市役所三条庁舎

選挙管理委員会
事務局

第二庁舎



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-22-2111

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

浪江町 0240-34-2111

双葉町 0246-84-5200

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

市町村名 世帯数 人数

小高区 20 50

原町区 4 7

南相馬市 計 24 57

浪江町 3 11

双葉町 1 3

郡山市 4 9

合 計 32 80

三条市に避難している
世帯数と人数(2018.10.24現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

１０月・１１月の『ひばり』

日 月 火 水 木 金 土

★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

１０／２５ ２６ ２７

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

２８ ２９ ３０ ３１ １１／１ ２ ３

ひばり休み 茶話会
ひばり休み
浜通り配布

文化の日

ひばり休み

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

ひばり休み 茶話会
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み
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問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[運営時間] 日・水・金 午前10時～午後2時

月 午前10時～正午


